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令和６年９月三種町議会定例会会議録 

 令和６年９月２日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  畠 山 勝 巳    ２番  三 浦   敦 

     ３番  高 橋   満    ４番  平 賀   真 

     ５番  成 田 光 一    ６番  遠 藤 勝 昭 

     ７番  児 玉 儀 広    ８番  森 山 大 輔 

     ９番  伊 藤 千 作   １０番  清 水 欣 也 

    １１番  荒 谷 要 伸   １２番  三 村   眞 

    １３番  小 澤 高 道   １４番  堺 谷 直 樹 

    １５番  加 藤 彦次郎 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝 

総 務 課 長  三 浦  保  企 画 政 策 課 長  加 藤 登 美 子 

税 務 課 長  石 井  透  町 民 生 活 課 長  後 藤 一 家 

福 祉 課 長 補 佐  近 藤  洋  健 康 推 進 課 長  小 松  仁 

農 林 課 長  小 玉 賢 一  商工観光交流課長  清 水 秀 文 

建 設 課 長  児 玉 憲 一  上 下 水 道 課 長  嶋 田 修 一 

琴 丘 支 所 長  鎌 田  誠  山 本 支 所 長  内 藤 英 子 

会 計 課 長  皆 川 和 華 子  教 育 長  藤 田 良 博 

教 育 次 長  牧 野 誠 一  農業委員会事務局長  見 上  貢 

代 表 監 査 委 員  田 中 金 光     

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤 芳 英  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人 

議 会 事 務 局 主 事  畠 山 夏 海     
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一、本日の会議に付した事件 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 町長の行政報告 

 第 ５ 陳情の委員会付託 

 第 ６ 報告第 ９号 令和５年度三種町健全化判断比率及び資金不足比率の報告に 

            ついて 

 第 ７ 諮問第 ４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 第 ８ 令和６年度補正予算議案（議案第５８号から第６３号まで）の一括上程 

 第 ９ 条例議案（議案第６４号から第６６号まで）の一括上程 

 第１０ 単行議案（議案第６７号及び第６８号）の一括上程 

 第１１ 令和５年度決算（認定第１号から第８号まで）の一括上程 

 

議長 加藤彦次郎は、令和６年９月２日、出席議員が定足数に達したので、本会議を開

会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 おはようございます。 

 ただいまから令和６年９月三種町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員数は１５名であり、定足数に達しています。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により７番、児玉儀広議

員及び８番、森山大輔議員を指名します。 

 日程第２．会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月１３日までの１２日間に

したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から９月１３日までの１

２日間に決定しました。 

 日程第３．諸般の報告を行います。 

 町長より、法人の経営状況等の報告がありました。 

 教育委員会より、教育委員会の事務点検評価報告書の提出がありました。 

 監査委員より、定期監査及び例月出納検査の結果に関する報告がありまし

た。 

 また、議長からは、当局に対し本定例会への説明員の出席を求めていま

す。 

 なお、福祉課からは近藤課長補佐が出席します。 
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 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４．町長の行政報告を行います。 

 町長の発言を許します。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 

 ９月議会定例会の開会に当たり、６月議会定例会以降の町の動きなど町政

の概要をご報告申し上げ、議員各位及び町民各位のご理解とご協力を賜りた

いと存じます。 

 初めに、７月の大雨被害についてご報告申し上げます。 

 今回の大雨による被害は、上岩川地区を中心に床上浸水１件、床下浸水８

件、非住家の浸水が２６件となっております。 

 農作物への被害は、水稲や野菜等を含め０．４６ヘクタール、農地・農業

施設では、農地６６か所、用排水路３１か所、農道１１か所、揚水機１９か

所、排水機１か所、頭首工２か所、ため池１か所で被害が確認されており、

林道１１路線２０か所において崩落が発生しております。 

 町道は、７路線で冠水し、一時通行止めの措置を取ったほか、土砂の堆積

や路肩崩落などの被害は７路線８か所となっております。 

 復旧作業は、通行に支障のある箇所から順次進めております。 

 被災した方への支援として、住家等の後片づけに使用した水道料金の減免

を行ったほか、災害廃棄物の受入れ、浸水家屋等消毒作業、災害見舞金の支

給、し尿くみ取り料助成などを行っております。 

 続きまして、企画政策課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、自治会長会議について申し上げます。 

 今年度の自治会長会議は、６月下旬に３地域で行い、自治会から３地域合

わせて８０名のご参加をいただきました。今年度の町主要事業や自治会アン

ケートの集計結果等について意見交換を行っております。 

 次に、脱炭素まちづくりアドバイザーの派遣受入れについて申し上げま

す。 

 本年７月から来年２月末まで、環境省のアドバイザー派遣制度を活用し、

ローカルでんき株式会社の佐藤直己さんの派遣を受けております。佐藤さん

からは、昨年度策定した「三種町地域脱炭素実行計画」に事業者として関

わっていただいた経緯があり、本町の状況についてもご理解いただいている

ことから、本町の脱炭素に関するまちづくりについてアドバイスをいただく

ものであります。 

 次に、下岩川地域づくり協議会の活動について申し上げます。 

 令和４年度から、秋田県立大学と島根県にある持続可能な地域社会総合研

究所の協力により、下岩川地区住民による持続可能な地域づくり活動につい

て協議し、本年２月１日に下岩川地域づくり協議会が設立され、６月には農

林水産省の「農村型地域運営組織」の認定を受けております。同協議会で

は、地域住民が一体となり、下岩川地区の農地や地域資源の保全・活用と、
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新たなビジネスや雇用の創出、住民の生活支援等の活動を行うこととしてお

ります。 

 次に、地域おこし協力隊の着任について申し上げます。 

 新たに地域おこし協力隊として信太秋桜さんが７月１日に着任し、下岩川

地域づくり協議会の活動支援を行いながら、米粉の普及拡大に取り組んでい

ただくことになりました。 

 なお、信太さん以外に現在３名の地域おこし協力隊から活動いただいてお

りますが、そのうちの１名は本年１０月末で３年間の任期を終える予定と

なっております。 

 次に、企業版ふるさと納税について申し上げます。 

 ７月１日、株式会社ウィーズ代表取締役塩月清和様より、衛星携帯電話２

台とプリペイドＳＩＭ４年分を寄贈いただきました。本町の災害対応等で活

用させていただくこととしております。 

 続きまして、税務課関係についてご報告申し上げます。 

 ６月定例会において、軽自動車税及び固定資産税の課税状況についてお知

らせしたところでありますが、その後、個人町民税及び国民健康保険税の当

初課税を行っておりますので、その概要をご報告申し上げます。 

 初めに、個人町民税の当初調定額は４億２，５５２万８，０００円で、前

年比６．７８％の減となっております。内容といたしましては、農業所得及

び不動産所得では増額となっておりますが、定額減税で５，０４７万９，０

００円の減額となっております。 

 次に、国民健康保険税の当初調定額は、主に農業所得の増額により前年比

６．４２％の増で３億３２３万１，０００円となっております。 

 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、８月４日に開催された「能代市山本郡消防操法大会」において、

ポンプ車操法の部で第４分団大町班が２位、小型ポンプ操法の部で第５分団

豊岡班が１位に、第４分団泉八日班が３位に入賞しております。 

 次に、昨日９月１日の「防災の日」に開催された「秋田県総合防災訓練」

について申し上げます。 

 この訓練は、毎年県内市町村の持ち回りで開催されるもので、今年度は

県・能代市・八峰町・三種町により、それぞれの訓練会場で実施されまし

た。本町では、災害対策本部訓練、避難所開設・運営訓練、救援物資搬送訓

練、福祉避難所開設・運営訓練、災害ボランティアセンター開催・運営訓

練、炊き出し訓練を実施しております。 

 訓練は、大雨に伴う各河川の氾濫に加え、能代断層帯を震源とするマグニ

チュード７．１の地震が発生し甚大な被害が発生したとの想定の下、大曲自

治会・三種消防署・消防団・美幸苑・社会福祉協議会・自衛隊・日赤奉仕団

など多数の関係機関からご参加いただき、予定どおり訓練を終えることがで

きました。 

 続きまして、福祉課関係についてご報告申し上げます。 
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 初めに、戦没者追悼式について申し上げます。 

 終戦から７９年目の夏を迎え、８月２１日に「令和６年度三種町戦没者追

悼式」を山本地域拠点センターで開催いたしました。式典には、ご遺族や来

賓など約２５名の方々よりご参列いただき、三種町関係戦没者８１５名の英

霊をしのび、黙禱と献花を行いました。 

 改めて、戦没者の御霊の安らかならんことを、そして、ご遺族の皆様のご

健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。 

 次に、避難行動要支援者名簿の外部提供について申し上げます。 

 災害対策基本法の改正などを踏まえ、昨年度から避難行動要支援者名簿及

び個別避難計画の全面的な見直しを進めております。地域防災計画で定める

要件に該当する方１，５４９名に要支援者名簿掲載への意思確認書を送付し

たところ、１，００９名の方々からご回答をいただき、自力で避難が可能な

方や外部への情報提供に同意が得られなかった方を除く２９０名を要支援者

名簿に掲載しております。 

 この要支援者名簿は、平常時から避難支援等関係者に提供され、情報共有

されることで、災害時の円滑かつ迅速な避難支援の実施に結びつくことか

ら、三種消防署や能代警察署、社会福祉協議会、民生児童委員へ情報提供し

たほか、申請書兼誓約書を提出された自治会にも随時提供しているところで

あります。 

 一方、要件に該当する方のうち、約３分の１に当たる５４０名の方々の自

力避難可否等について確認が取れておりませんので、現在、社会福祉協議会

への委託により書類提出の支援を進めているところであります。引き続き、

要支援者が必要な支援を受けられる体制を整備し、災害に備えた協力体制づ

くりを推進してまいります。 

 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、令和５年度の物価高騰対策について申し上げます。 

 住民税課税世帯に対し、１世帯当たり１万円の商品券を給付する「商品券

給付事業」は、３，８５１世帯に商品券を給付し、３，７９４万８，０００

円で、使用率は９８．５％となっております。 

 次に、６月３０日に開催された「第１１回世界じゅんさい摘み採り選手権

大会」について申し上げます。 

 県内外よりソロの部とペアの部、合わせて６０名の選手が集結し、熱戦を

繰り広げました。当日は天候にも恵まれ、多くの応援者や報道・動画取材も

入り、大変にぎやかな大会となりました。大会には、三種町ふるさとＰＲ大

使を務めておられる、わらび座の川井田南さんもソロの部に出場し、ＰＲに

努めていただきました。 

 次に、７月２７日に開催された「サンドクラフト２０２４ｉｎみたね」に

ついて申し上げます。 

 今年も砂像彫刻家の保坂俊彦さんがプロデューサーを務め、「世界の神

話・伝説」をテーマとして作品の制作を行っております。メーン砂像は、保
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坂さんが「日本の神話 天照大御神」を制作し、特別砂像の制作について

は、高知県の黒潮町砂像連盟と国内の彫刻家３名による特別砂像４基が制作

され、いずれの作品も力作ぞろいの砂像を展示することができました。 

 イベント当日は、砂像展示をはじめ長信田太鼓などのステージパフォーマ

ンス、夜は、竹あかりによるメーン砂像のライトアップや花火ショーが行わ

れ、約１万２，０００名の来場者でにぎわいました。 

 次に、８月２５日に開催された「森岳温泉夏まつり」について申し上げま

す。 

 日中イベントでは、恒例の「流しじゅんさい」や、保育園児、一般の部の

「じゅんさい音頭」が行われました。ステージイベントでは、よさこいレ

ディースによる踊りや山本中学校吹奏楽部の演奏、スタジオＪＡＭのダンス

や長信田太鼓などが行われました。野外コンサートでは、「純烈」によるス

テージパフォーマンスが披露され、会場は大いに盛り上がりました。イベン

トフィナーレでは花火ショーが行われ、約１万５，０００名の来場者でにぎ

わいました。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、小・中学校統合関係について申し上げます。 

 小・中学校統合につきましては、検討委員会を８月に開催し、統合中学校

の校章及び制服並びに統合小学校開校準備のためのスケジュールについて協

議を行っております。また、統合小学校２校の校名を９月中旬から公募し、

年度内に決定できるよう作業を進めることとしております。 

 統合中学校の工事関係では、校舎棟等建築工事ほか各工事に着手しており

ますが、工事期間中は、山本中学校を利用する方や付近を通行する方にご不

便をおかけいたしますが、安全確保に十分配慮し工事を進めてまいりますの

で、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、全国学力・学習状況調査について申し上げます。 

 今年４月に小学６年生と中学３年生を対象に実施された全国学力・学習状

況調査結果が公表され、本町の平均正答率は、小学校では国語及び算数とも

に県平均を上回っており、中学校では国語が県平均を上回りましたが、数学

は県平均を下回る結果となっております。 

 次に、三種町芸術文化祭について申し上げます。 

 第１６回三種町芸術文化祭は、７月１８日から２１日まで４日間、琴丘総

合体育館において開催され、展示部門では、俳句、短歌、水墨画、書道、写

真など２０９点の作品が展示され、来場者の関心を引いておりました。舞台

部門では、舞踏、踊り、フラダンス、合唱などに１４団体が出演し、それぞ

れ日頃の練習の成果を披露され、盛会に開催されました。 

 次に、二十歳のつどいについて申し上げます。 

 ８月１５日に琴丘総合体育館において二十歳のつどいが開催され、今年の

対象者１１０名のうち７９名が出席しております。 

 式典では、実行委員会委員長の金子鳳真さんが出席者を代表してお礼の言
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葉を述べ、式典後のアトラクションでは、ミュージシャンの塚本タカセさん

による激励ライブが行われました。 

 次に、スポーツ関係について申し上げます。 

 ８月２４日から２５日の２日間、琴丘総合体育館において、令和６年度国

民スポーツ大会東北ブロック大会兼第５１回東北総合スポーツ大会ウエイト

リフティング競技が開催されました。 

 大会では、東北各県の代表選手が熱戦を繰り広げ、選手へ大きな声援が送

られておりました。 

 選手の皆様のご健闘をたたえ、今後益々のご活躍をご祈念申し上げますと

ともに、大会運営にご尽力いただきました関係者の皆様に厚くお礼申し上げ

ます。 

 以上、ご報告申し上げ、行政報告といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 以上で町長の行政報告を終わります。 

 日程第５．陳情の委員会付託を行います。 

 本定例会までに受理した陳情は、会議規則第９１条第１項の規定により、

お手元に配付しました陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託しまし

たのでご報告します。 

 日程第６．報告第９号「令和５年度三種町健全化判断比率及び資金不足比

率の報告について」を議題とします。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、報告第９号、令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率につ

いてご報告申し上げます。 

 本件は、決算における実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率及び

資金不足比率を地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、

監査委員の意見を付し議会に報告するものであります。 

 財政の健全化判断比率の状況につきましては、実質赤字比率、連結実質赤

字比率ともに「赤字無し」で、前年に引き続き良好な状態であります。 

 また、実質公債費比率は６．６％で、前年度と同率であったほか、将来負

担比率は前年同様「該当なし」で、いずれも早期健全化基準を下回る状況と

なっております。 

 次に、企業会計における資金不足額、資金不足比率においては、全ての企

業会計で資金不足が発生しておらず、良好な状態となっておりますことをご

報告申し上げます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 次に、代表監査委員より、報告第９号に対する審査意見の報告を求めま

す。代表監査委員。 

代表監査 （ 田中金光 ） 
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委員  おはようございます。 

 それでは、資料１により、令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率の

審査の監査委員意見についてご報告をいたします。 

 資料１の１ページをご覧ください。 

 ６、審査の結果を申し上げます。 

 三種町監査基準に準拠し、実施いたしました当該審査につきましては、健

全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項の記載した

書類が法令に適合し、かつ正確であることを認めたところであります。 

 ７、審査の総括を申し上げます。 

 健全化判断比率は、普通会計、公営企業会計及び公営事業に係る特別会計

ともに黒字を確保し、健全化基準を相当程度下回る水準で堅調に推移してお

り、良好な状況にあります。 

 資金不足の比率は、全ての会計において資金の不足額がなかったことが認

められました。 

 今後も、独立採算の原則に照らした経営計画の実行により、健全で効率的

な事業運営に一層努力されることを望むものであります。 

 以上、私からの監査委員意見報告を終わります。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 以上で、代表監査委員の審査意見の報告を終わります。 

 これより報告第９号に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 以上で報告第９号を終わります。 

 日程第７．諮問第４号「人権擁護委員候補者の推薦について」を議題とし

ます。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、諮問第４号、人権擁護委員候補者の推薦についてご説明申し上

げます。 

 諮問第４号でご推薦申し上げる候補者は、加藤 成氏であります。氏は、

現委員の川井紀美子氏の任期が本年１２月３１日をもって満了となることか

ら、新たにご推薦申し上げるものであります。 

 経験、知識とも豊かで、人権擁護委員として適任者であることから、今回

ご推薦申し上げるものであり、議員の皆様からはご賛同のほどよろしくお願

い申し上げます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 
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議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 質疑ないものと認め、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。 

   （ なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 討論ないものと認め、討論を終わります。 

 諮問第４号「人権擁護委員候補者の推薦について」を採決します。 

 本件を原案に異議ない旨答申することにご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、諮問第４号は原案に異議ない旨答申

することに決定しました。 

 日程第８．令和６年度補正予算議案（議案第５８号から第６３号まで）の

一括上程を行います。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第５８号から議案第６３号までの、令和６年度一般会計及

び各特別会計の補正予算案についてご説明申し上げます。 

 議案第５８号、一般会計予算の補正は、歳入歳出それぞれ３億４０３万

５，０００円を追加し、予算総額を１２５億６，３２５万３，０００円とす

るものであります。地方債の補正につきましては、事業の追加等により限度

額の変更を行うもので、総額３９０万円増額計上しております。 

 次に、歳出の主なものからご説明申し上げます。 

 総務費におきましては、ため池埋め立て調査・設計業務３５７万５，００

０円を追加計上したほか、光通信網設備電柱支障移転業務２９８万１，００

０円を増額計上しております。 

 民生費におきましては、児童手当４，５６６万円を増額計上しておりま

す。 

 農林水産業費におきましては、森林経営管理事業８６８万３，０００円を

増額計上しております。 

 土木費におきましては、石倉山公園展望台防腐塗装工事１０５万２，００

０円を追加計上しております。 

 消防費におきましては、防火貯水槽設計業務として５００万円を追加計上

しております。 

 教育費におきましては、山本ふるさと文化館高圧気中開閉器交換工事１１

４万４，０００円、琴丘総合体育館屋根防水改修工事７０３万４，０００円

を追加計上しております。 

 災害復旧費におきましては、農地農業用施設災害復旧事業９１９万円を追

加計上したほか、林業用施設災害復旧事業６７０万円を追加計上しておりま

す。 
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 諸支出金の基金費では、前年度決算実質収支額の２分の１相当額１億９，

４４３万１，０００円を財政調整基金へ増額計上しております。 

 続きまして、歳入の主なものについてご説明申し上げます。 

 地方交付税におきましては、普通地方交付税の交付決定により１億９，３

９３万円を増額計上しております。なお、交付決定額は４６億９，６９３万

円で、前年度比約１．８％、８，５７５万８，０００円の減となっておりま

す。 

 国庫支出金におきましては、児童手当負担金４，１５６万９，０００円を

増額計上したほか、子ども・子育て支援事業費補助金４５９万９，０００円

を追加計上しております。 

 県支出金におきましては、児童手当負担金２０４万５，０００円を増額計

上しております。 

 寄附金におきましては、企業版ふるさと納税寄附金５０万円を追加計上し

ております。 

 繰入金の基金繰入金におきましては、財政調整基金２億９，３３２万１，

０００円を減額計上したほか、森林環境基金８６８万３，０００円を増額計

上しております。 

 繰越金におきましては、前年度決算実質収支額の計上となっております。 

 諸収入におきましては、低所得者介護保険料軽減国庫負担金の過年度分３

７６万５，０００円を追加計上しております。 

 次に、特別会計の補正予算についてご説明申し上げます。 

 初めに、議案第５９号、令和６年度国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算は、歳入歳出それぞれ１，５０１万８，０００円を追加し、補正後の予算

総額を２０億２，２１５万５，０００円とするものであります。 

 歳入におきましては、国民健康保険税４９０万６，０００円を増額計上

し、社会保障・税番号制度システム整備費補助金２６６万２，０００円を追

加計上したほか、繰越金を計上しております。 

 歳出におきましては、国保システム改修業務負担金２６６万２，０００円

を追加計上したほか、財政調整基金積立金１，１８８万３，０００円を増額

計上しております。 

 次に、議案第６０号、令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算は、歳

入歳出それぞれ８８万１，０００円を追加し、補正後の予算総額を２億５，

７７３万６，０００円とするものであります。 

 歳入では繰越金を計上したほか、歳出では予備費を増額計上しておりま

す。 

 次に、議案第６１号、令和６年度介護保険事業勘定特別会計補正予算は、

歳入歳出それぞれ１億９８２万９，０００円を追加し、補正後の予算総額を

２８億５，５４７万円とするものであります。 

 歳入では一般会計繰入金、繰越金を計上し、歳出では保険給付費４６０万

円、介護給付費準備基金積立金２，５５９万９，０００円を増額計上したほ
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か、過年度介護給付費負担金等返還金５，７７８万６，０００円を追加計上

し、予備費を増額計上しております。 

 次に、議案第６２号、令和６年度介護サービス事業勘定特別会計補正予算

は、歳入歳出それぞれ１５３万７，０００円を追加し、補正後の予算総額を

１，２９４万８，０００円とするものであります。 

 歳入では繰越金を計上し、歳出では予備費を計上しております。 

 次に、議案第６３号、令和６年度温泉事業特別会計補正予算は、歳入歳出

それぞれ４４５万２，０００円を追加し、補正後の予算総額を２，０５３万

８，０００円とするものであります。 

 歳入では繰越金を計上し、歳出では財政調整基金積立金２２２万６，００

０円を増額計上したほか、予備費を増額計上しております。 

 以上が補正予算の概要でありますが、今定例会会期中に、山本中学校敷地

内の遺跡発掘調査に係る経費を増額計上する一般会計補正予算案を追加提案

させていただきたいと考えておりますので、議員の皆様には、よろしくご審

議の上ご決定を賜りますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については９月１３日に行います。 

 日程第９．条例議案（議案第６４号から第６６号まで）の一括上程を行い

ます。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第６４号から議案第６６号の条例改正案についてご説明申

し上げます。 

 初めに、議案第６４号、三種町山本コミュニティセンター設置及び管理に

関する条例の一部改正については、山本コミュニティセンターの管理につい

て地方自治法の規定に基づく指定管理者制度を導入するため、所要の規定整

備を行うものであります。 

 次に、議案第６５号、三種町立保育園設置条例の一部改正については、保

育園への入園の拒否及び退園について国の基準に準じた取扱いとするため、

所要の規定整備を行うものであります。 

 次に、議案第６６号、三種町国民健康保険条例の一部改正については、マ

イナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い１２月２日から被保険者証が

廃止されるため、法改正に伴い被保険者証に係る規定を改正するものであり

ます。 

 以上が条例案の概要でありますので、議員の皆様には、よろしくご審議の

上ご決定を賜りますようお願いを申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については、９月１３日に行います。 
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 日程第１０．単行議案（議案第６７号及び第６８号）の一括上程を行いま

す。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、議案第６７号及び議案第６８号についてご説明申し上げます。 

 議案第６７号、工事請負契約の一部変更については、農地農業用施設災害

復旧事業１２－１０３号ほか工事について、７月２５日の大雨において工事

用仮設道路が流失するなどの被害が発生し、その復旧に不測の時間を要する

ため、工事の期限を１０月３１日から１２月２０日に変更するものでありま

す。 

 この件につきましては、地方自治法及び三種町議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により提案するものでありま

す。 

 次に、議案第６８号、秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部改正につ

いては、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴い１２月２日から被

保険者証が廃止されるため、広域連合規約を一部変更するものであります。 

この件につきましては、地方自治法の規定による協議のため提案するもので

あります。 

 以上が工事請負契約の一部変更及び秋田県後期高齢者医療広域連合規約の

一部変更の概要でありますので、議員の皆様には、よろしくご審議の上ご決

定を賜りますようお願い申し上げ、議案説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議については９月１３日に行います。 

 日程第１１．令和５年度決算（認定第１号から第８号まで）の一括上程を

行います。 

 初めに、町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 認定第１号から認定第８号までは、令和５年度一般会計、各特別会計及び

公営企業会計の決算について、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企

業法第３０条第４項の規定により、議会の認定に付すものであります。 

 一般会計の決算状況は、歳入１１４億９，５９６万６１７円、歳出１０９

億９，５０８万６，６５２円、歳入歳出差引額５億８７万３，９６５円とな

り、翌年度へ繰り越すべき財源１億１，２００万８，０００円を差し引いた

実質収支額は３億８，８８６万５，９６５円となり、黒字決算となっており

ます。 

 特別会計の決算状況は、歳入５３億２，４３５万３，４０５円、歳出５２

億１９６万８，２２５円、歳入歳出差引額１億２，２３８万５，１８０円と

なっております。 

 公営企業会計の決算状況は、水道事業会計では、収益的収入２億８，６５
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４万５，４８１円、収益的支出２億７，６６４万９，６６３円、資本的収入 

４，５６０万１，４５３円、資本的支出１億３８２万７５６円となり、下水

道事業会計では、収益的収入５億７，９５１万１，９８９円、収益的支出５

億６，８４１万６５８円、資本的収入３億５，８４６万９，０００円、資本

的支出５億７，９９５万６４７円となっております。 

 各会計における決算の内容については、この後、会計管理者及び上下水道

課長から説明をさせますので、よろしくご審議の上ご認定を賜りますようお

願い申し上げ、説明といたします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 次に、会計管理者より決算状況の説明を求めます。会計管理者。 

会計管理

者 

（ 皆川和華子 ） 

 私から、令和５年度三種町各会計歳入歳出決算の概要についてご説明いた

します。 

 資料８、令和５年度三種町各会計歳入歳出決算書をご準備ください。 

 目次に続く決算総括表に従って、形式収支について申し上げます。 

 初めに、一般会計は、収入済額１１４億９，５９６万６１７円、支出済額

１０９億９，５０８万６，６５２円となり、差引額は５億８７万３，９６５

円となっております。 

 次に、国民健康保険事業勘定特別会計は、収入済額２１億５９５万５，５

７２円、支出済額２０億９，８９７万６，５８４円となり、差引額は６９７

万８，９８８円となっております。 

 次に、後期高齢者医療特別会計は、収入済額２億３，６１２万３，７１８

円、支出済額２億３，５４４万２，４０５円となり、差引額は６８万１，３

１３円となっております。 

 次に、介護保険事業勘定特別会計は、収入済額２９億４，１６６万４，２

９１円、支出済額２８億３，２９２万２，６０１円となり、差引額は１億８

７４万１，６９０円となっております。 

 次に、介護サービス事業勘定特別会計は、収入済額１，２２１万７，７９

２円、支出済額１，０６８万７，９５６円となり、差引額は１５２万９，８

３６円となっております。 

 次に、温泉事業特別会計は、収入済額２，８３９万２，０３２円、支出済

額２，３９３万８，６７９円となり、差引額は４４５万３，３５３円となっ

ております。 

 続きまして、一般会計歳入歳出款別執行状況について、抜粋してご説明い

たします。 

 １ページをご覧ください。 

 １款町税収入済額は、１５億６８７万５，０３９円で、歳入総額の構成比

１３．１１％、対前年度比１０２．６１％となっております。 

 続いて、３ページです。 
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 １２款地方交付税収入済額は５１億５，８２７万５，０００円で、構成比

４４．８７％、対前年度比９７．７９％となっております。 

 １６款国庫支出金は１１億１，１６５万２，３０３円で、 

構成比９．６７％、対前年度比９４．２２％となっております。 

 次に、５ページをお開きください。 

 一般会計歳入の収入済額総額は１１４億９，５９６万６１７円で、対前年

度比１０４．９０％、５億３，７２０万８，９３１円の増となっておりま

す。 

 続きまして、７ページからの歳出について申し上げます。 

 ２款総務費支出済額は１１億８，２８２万２，３２５円で、歳出総額の構

成比１０．７６％、対前年度比１０１．７５％となっております。 

 ３款民生費は３４億１，１３０万５，８４１円で、構成比３１．０３％、

対前年度比１０２．７１％となっております。 

 次に、９ページです。 

 １２款公債費は１１億７，４４２万１，０２４円で、構成比１０．６

８％、対前年度比９９．３７％となっております。 

 一般会計歳出の支出済額総額は１０９億９，５０８万６，６５２円で、対

前年度比１０５．１０％、５億３，３７０万５，３０３円の増、予算の執行

率は全体で９３．５７％となっております。 

 各特別会計の分析結果について、ここでの説明は割愛させていただきます

が、配付しております参考資料のとおりとなっております。 

 また、三種町各会計歳入歳出決算書には、各会計歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況を示す書

類、主要な施策の成果を説明する書類を添付しており、決算参考資料には、

地方債現在高に関する調書、債務負担行為に関する調書などを添付しており

ますので、審査のご参考にしていただきたいと存じます。 

 以上で、各会計歳入歳出決算の説明を終わらせていただきます。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 会計管理者の決算状況の説明を終わります。 

 次に、上下水道課長より決算状況の説明を求めます。上下水道課長。 

上下水道

課長 

（ 嶋田修一 ） 

 それでは私から、令和５年度水道事業会計決算及び下水道事業会計決算に

ついてご説明いたします。 

 初めに、さきに配付してあります資料８、令和５年度三種町各会計歳入歳

出決算書をご準備願います。 

 ３３１ページ、収益的収支の状況であります。 

 歳入総額２億８，６５４万５，４８１円、歳出総額２億７，６６４万９，

６６３円で、歳入歳出差引額は９８９万５，８１８円となっております。 

 次に、資本的収支の状況でありますが、歳入総額４，５６０万１，４５３

円、歳出総額１億３８２万７５６円で、歳入歳出差引額は５，８２１万９，
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３０３円の不足となっております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につきましては、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資

金で補塡しております。 

 続きまして、３３８ページをご覧ください。 

 令和５年度末における三種町水道事業の給水人口は１万６３９人で、前年

度に比べ３３９人の減、給水収益は１億９，３４４万８，７７１円となり、

前年度比１４９万９，３３３円の減となっております。 

 年間有収水量は１１３万９，４３８立方メートルで、有収率は７２．８

４％となっております。 

 続いて、３５３ページをご覧ください。 

 収支の明細についてご説明いたします。 

 収益的収支でございますが、収入の主なものは、使用料金収入の２億１，

２７９万３，６６０円で、支出では、企業債支払利息として７４１万７，５

８０円、減価償却費として１億４，２６３万８，７５７円、あとは人件費、

電気使用料、漏水管修理費などとなっております。 

 続いて、３５６ページ、資本的収支でございますが、収入では、一般会計

出資金が３，８４７万５，６５３円となっております。 

 支出では、企業債償還金として７，６９５万１，３０６円、建設改良費と

して２，６８６万９，４５０円などとなっております。 

 続きまして、令和５年度下水道事業会計決算書をご準備願います。 

 ３６１ページ、収益的収支の状況であります。 

 歳入総額は５億７，９５１万１，９８９円、歳出総額は５億６，８４１万

６５８円で、歳入歳出差引額は１，１１０万１，３３１円となっておりま

す。 

 次に、資本的収支の状況でありますが、収入総額が３億５，８４６万９，

０００円、歳出総額が５億７，９９５万６４７円で、歳入歳出差引額は２億

２，１４８万１，６４７円の不足となっております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につきましては、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び当年度分損益勘定留保資

金等で補塡しております。 

 続きまして、３７０ページをご覧ください。 

 令和５年度末における三種町下水道事業の水洗化人口は９，００６人で、

前年度に比べ１５３人の減、営業収益は１億５，６７５万５，２２０円とな

り、前年度比４８万１，４０７円の増となっております。 

 年間有収水量は１０８万６，２１６立方メートルで、有収率は７７．６％

となっております。 

 続いて、３８５ページをご覧ください。 

 収支の明細についてご説明いたします。 

 収益的収支でございますが、収入の主なものは、使用料金収入の１億７，
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２１２万８，９００円、一般会計補助金２億４，０７２万７，０００円で、

支出では、流域下水道維持管理負担金７，３５８万７，４６８円、企業債支

払利息として５，５０１万３，８１０円、減価償却費として３億５，０６１

万１，９７４円、あとは処理場費、機械修繕費などとなっております。 

 続いて、３８９ページ、資本的収支でございますが、収入では、事業債及

び平準化債の借入れが下水道と農業集落排水を合わせて２億１，９２０万

円、一般会計出資金が１億２，８７６万４，０００円となっております。 

 支出では、企業債償還金として５億７１万３，９５７円、建設改良費とし

て７，６５９万６，８５０円などとなっております。 

 決算書には財務諸表のほか、付属書類として、事業報告書、キャッシュ・

フロー計算書、収益的収支及び支出明細書、資本的収入及び支出明細書、未

収金の内訳、固定資産明細書、主な資産の概要、企業債明細書が添付されて

おりますので、ご参考とさせていただきたいと思います。 

 以上で、水道事業会計及び下水道事業会計の説明を終わらせていただきま

す。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 上下水道課長の決算状況の説明を終わります。 

 次に、代表監査委員より審査意見の報告を求めます。代表監査委員。 

代表監査

委員 

（ 田中金光 ） 

 それでは、資料９及び資料１０により、令和５年度決算審査の監査意見に

ついてご報告いたします。 

 初めに、資料９の１ページをご覧ください。 

 令和５年度一般会計・特別会計決算審査及び基金運用審査の６、審査の結

果を申し上げます。 

 三種町監査基準に準拠し実施いたしました当該審査につきましては、決算

その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であることを認めたところであり

ます。 

 また、町長から提出されました基金の運用の状況を示す書類の計数が正確

であり、基金の運用が確実かつ効率的に行われていることが認められたとこ

ろであります。 

 ２ページをご覧ください。 

 ７、審査の総括を申し上げます。 

 令和５年度の歳入決算につきましては１６８億２，０３１万４，０００円

で、前年度に比べて５億９，７８４万４，０００円の増額となっておりま

す。 

 また、歳出決算も１６１億９，７０５万４，０００円と前年度に比べて６

億２，００５万１，０００円の増額となっております。 

 歳入におきましては、町税について、調定額、収入済額、収納率ともに増

額となっており、新型コロナウイルス感染症の影響から脱却が進んでいるも

のと思料されます。 



- 17 - 

 一方、地方交付税は前年度に比べ２．２％の減額となっており、歳入決算

に占める構成率は、自主財源が２５．１％、依存財源が７４．９％、自主財

源の割合が前年度に比べて１．７％高くなっております。安定的な財源確保

及び負担公平の観点から、引き続き、町税をはじめ使用料、諸収入などの適

切な管理、回収に努めていただきたいと思います。 

 不納欠損につきましては、適正な手続により処理されているものと認めた

ところでありますが、長期未収化している私債権につきましては、適時適正

な処理を進めることで、収入未済額総額の縮減を図っていただきたき思いま

す。 

 歳出においては、たつのこ保育園整備費補助金交付事業、除雪機械格納庫

建設事業、総合中学校新築工事実施設計業務などにより、普通建設事業費が

前年度に比べて６１．２％の増となっております。 

 労務コスト、資材コストが高騰する中、当町では、今後も各種建設事業費

の増額が避けられないものと想定されますことから、優先事業の選別と、よ

り効率的かつ効果的な事務事業の実施に努めていただきたく思います。 

 令和５年度財務監査におきましては、契約変更の厳格な運用、普通財産の

管理部局の適正化、物品分類の効率化などを指摘したところでありますが、

日頃、事務改善・改革について所管課などが主体的に、かつ不断に取り組ま

れることを強く望むものであります。 

 一方、県内町村初のオープンデータの公開、県内市町村に先駆けての災害

関連死を判断する審査委員会の設置を条例化していることなど、当町の先進

的、機動的な取組については前向きに評価したいと思います。今後とも、こ

の取組スタンスを堅持していただきたく思います。 

 自治体ＤＸの推進につきましては、進化しているデジタル技術を行政事務

にも可能な限り取り入れ、業務の最適化、効率化を図るとともに、住民サー

ビスの向上につながるものであります。そのため、職員のＩＴリテラシーを

高めつつ、現場の声を丁寧に聞き、一つずつ実践を重ね、実効性を上げてい

くことを期待するものであります。 

 次に、資料１０の１ページをご覧ください。 

 令和５年度公益企業会計決算審査の６、審査の結果を申し上げます。 

 三種町監査基準に準拠し実施いたしました当該審査につきましては、決算

その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であることを認めたところであり

ます。 

 ２ページをご覧ください。 

 ７、審査の総括を申し上げます。 

 初めに、水道事業であります。 

 水道料金の収納率は９２．３％、前年度から５．６ポイントの減となって

おり、また、料金回収率は９４．２％、健全経営の水準とされる１００％を

下回っているため、未納者に対する初動対応を強化した上で、適切かつ毅然

とした収納業務に取り組まれたく思います。 
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 山本地域の有収率は年間を通じて５０から６０％で推移しており、月平均

６１．８％は、琴丘地域の７８．５％、八竜地域の８２．５％と比べても著

しく低い状態にあります。長期的に低位にある有収率の原因究明に取り組

み、その向上に資する対策を速急に講じられたく思います。 

 水道は、町民生活に最重要なライフラインであり、高い安全性で良質な水

を供給することが水道事業の使命でありますから、給水人口の減少による料

金収入の減少や施設の老朽化などの課題に取り組みながら、持続可能な事業

経営の確立に努めていただきたく思います。 

 次に、下水道事業であります。 

 下水道使用料は、収納率９０．３％と前年度から１．１ポイントの減で、

農業集落排水使用料の収納率は９１．４％と前年度と横ばいであります。 

 また、経費回収率は８８．１２％と健全経営の水準とされる１００％を下

回っておりますので、収納対策の強化を図り、収納率の向上に努めていただ

きたく思います。 

 大又処理場の有収率が月平均６３．０％と、ほかの処理場に比べて極めて

低くなっております。不明水は施設の維持管理に影響を及ぼすものでありま

すので、即急に原因究明と対策に努められたく思います。 

 下水道は、衛生な生活環境の維持に欠かせないインフラであり、また、公

共水域の水質保全を図る役割もありますことから、ストックマネジメント計

画及び最適整備構想による施設の計画的で着実な維持管理・更新を行い、そ

のサービスを安定的に提供するよう、独立採算を目指した事業経営の強化に

取り組まれることを望むものであります。 

 以上、私からの監査委員意見の報告とします。 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 代表監査委員の審査意見の報告を終わります。 

 本件は、委員会条例第５条の３の規定により、１５人以内の委員で構成す

る決算特別委員会が設置されましたので、これに付託することにいたしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、本件は決算特別委員会に付託するこ

とに決定しました。 

 引き続いてお諮りします。 

 決算特別委員会の委員については、委員会条例第６条第３項の規定によ

り、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 

議  長 （ 加藤彦次郎 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、決算特別委員会の委員は、お手元に

配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 
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 なお、正副委員長及び分科会の構成についても同名簿のとおりとします。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

  

 

                          午前１１時１４分  散 会 



- 20 - 

 


